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	 世界保健機関（WHO）では、今後の医療情報の電子化の流れに対応することを目的として、ICD10 から ICD11
への改定が行われており、オミックス時代に対応するために遺伝子情報を取り込むことも予定されている。一
方、遺伝子情報の記述においては、国際標準化機構(ISO)において正式に国際標準(IS)と認められた ISO	25720	
Genomic	Sequence	Variation	Markup	Language(GSVML)が存在しており、ICD10 から ICD11 への改定に伴う遺
伝子情報を含むオミックス情報の記述においては、GSVML を再利用することが可能である。異なる２つの情報
モデルを連結するためにはインターフェイスモデルを定義することが有効であり、本研究では ICD11 の知識構
造のフレームワークである ICD11	Content	Model と GSVML を連結するための情報モデルを新たに定義すること
で ICD11 に親和性のあるオミックス情報モデルを作成した。その際、ICD11	Content	Model における遺伝子情
報の記述と GSVML の関連性解析を行い、ICD11	Content	Model における遺伝子情報の取り扱いを明らかにした
上で、ICD11	Content	Model と GSVML を情報モデルとオントロジーの視点から比較、検討した。ICD11 オミッ
クス情報モデルの内部構造を、GSVML を発展させる形で記述し、その連携方式を方向性と重みを持たせた逆転
写型とした情報モデルは、概念の関係性が非常に複雑であるオミックス情報の医学研究応用をデータ交換の点
から効率化することが可能であり、疾患とそれに関連する様々な種類のオミック情報をコンピュータ上で計算
する上で有効であると考えられる。さらに、既に標準化されている情報モデルを拡張することで、一定のクオ
リティを保ちつつ新たな情報モデルを設計、開発する本研究の手法は今後ヘルスケア領域の様々なモデルを連
携させていく上で有効なアプローチとなり得る。	
 
